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置し、バンコクから約四〇〇キロ、所要時間は六時間程度である。トラート県は海に面していることから漁業と水産加工業が盛んである。 ハットレッ も漁村で、 国境ゲート付近には商店が並ぶ程度である。●ポイペト―アランヤプラテート
国境ゲートポイペトは、プノンペンから国道五号線
































はカジノのみに訪れていると推察される。なぜなら（タイ側からカンボジアの ジノへはカンボ ア側入国ゲートを通らずに行けるように っているために）カジノ みを訪れたタイ人が含まれないカンボジア側
属する。バンコクまでの距離は二五〇キロ程度で、所要時間は三時間半前後である。国境のすぐ近くにはロンクルア市場という大型市場があるが、それ以外の商工業施設は存在しない。●越境貿易
カンボジア商務省の統計によれば、
二〇〇七年のポイペトを通じたタイへの輸出額は二二六万米ドル、輸入額は二億五〇 米ドル、同じくチャムジアムからは輸出が二六万米 輸入が五三五〇万米ドルで、カンボジアの大幅な入超である。ポイペトを通じた貿易がタイとの貿易全体に占める金額シェアは 出で一四％、輸入で四五％であり、貿易ゲートとして ポイペトの重要性がわかる。
タイからの主な輸入品は、ポイペトでは
工業製品（オートバ 、自動車、セメント、建設資材など） 、チャムジアムでは食料品 ・日用品である。カンボジアからの輸 品は、ポイペトでは水産物、衣類・布地、チャムジアムでは木材である。
いずれの国境でも貨物の越境はタイ側の



















一八五万人にのぼるが、一日通行証ではロンクルア市場にしか行くことができないので、そのほとんどは同市場で働いているとみられる（買い物のために同市場へ行くカンボジア人は少ない模様である） 。 したがって、各自が市場へ毎日行くとすれば、約五〇〇〇人 ロンクルア市場へ通勤していることになる。このなかにはポイペトと市場の間をリアカー 往復して荷物を運ぶ労働者も含まれるが、彼らの仕事もこ 市場あってのものである。
ロンクルア市場は卸売市場の機能も果た
しているが、人口 少ないアランヤプラテートでこのような大型市場が成立するはカジノのおかげといえる。カジノか 帰る客を乗せた大型バスが次々と市場へと入ってくる光景からする 、こ の客の多くはカジノ帰りのタイ人とみられるからだ。タイ人カジノ客が市 で買 物をすることでそこで働くカンボジア人が潤う、という構図が見て取れ 。●工業開発 ： ＳＥＺの設置
どちらの国境地域もこれまで目立った工





特に目立つのは衣料品店である。売られている衣類にはバンコク方面から来るものとカンボジア側からリアカーで運ばれてくるものとがあり、後者には、第三国 た中古服やプノンペンの縫製工場から流れてきた新品 ほか、ポイペト 作られた商品（粗雑な作りではあるが）もある。ポイペトには零細な縫製業者が多数存在し、タイ側から仕入れた布地を用いて服を生産それをロンクルア市場で販売しているという（参考文献①） 。
こうした衣類を除けば、市場で売られて
いる商品の大半はタイ側から仕入れられたものとみられるが、 はカジノと並んでポイペト住民の大 な雇用 場となっている。前述の一日通行証でポイペトから出国したカンボジア人は年間約
















































Ｙ．Ｐ．グループが、国境から約二 ・五キロの地点に「コッコンＳＥＺ」を設置した。韓国・現代自動車の組立工場の建設が予定されており、新華社通信（英文電子版、二〇〇九年二月二七日付）によれば、二〇一 年半ば 稼動開始 目標とし、将来的には三〇〇〇人を雇用するとい 。また、ショールームをプノンペンに設ける報じられていることから、カンボジア国内向けの自動車を生産する模様である。同記事では部品をどこから運び込むかについては触れられていないが、この近辺には貨物用の港がないことから、タイから陸路で輸送するものと推察される。
ポイペトでも、街の中心部から北東へ直
線距離で約一〇キロの場所に「ポイペト・オーニアンＳＥＺ」 建設されている。そのデベロッパーは、華人系カンボジア人創業したチャイチャイ・インベストメント社（以下、ＣＣＩ社）である。二〇〇八年九月時点で、同ＳＥＺは宝飾品を入れる箱を生産するタイの企業二 と入居契約を結んでいた。両社とも原材料はタイ側から仕入れ、出来上がった製品もタイあるいは第三国へ輸出する計画である。
これら国境地域の工場用地としての利点
は、タイへの近さである。国境に近いため、
